


















































































デ・サヴァン(Journal des sçavans)』 と、少し遅れてロンドン王立
協会 が 発 刊し た 『 フ ィ ロ ソ フ ィ カ ル ・ ト ラ ン ザ ク シ ョ ンズ



















北米の大学図書館では 2003 年の段階で雑誌購入費が 1986 年に比





















































































































































































































































国 際 図 書 館 コ ン ソ ー シ ア ム 連 合 (International Coalition of 































が入る。従って原則として OA の対象とはならない。 
 
4.2 オープンアクセス運動の始まり 










 初期のもう一つの重要な出来事として、プロス (PLoS: Public 
Library of Science)によるインターネット上での署名活動がある。







バイオロジー (PLoS Biology)』などのオープンアクセス誌  (open 
access journal) 出版への道を歩むこととなる。 
 2002 年 2 月、OA にとって歴史的な声明「ブダペスト・オープン












4.3 グリーン OA とゴールド OA 
BOAI では OA を実現するための方策として，セルフアーカイビ
ングとオープンアクセス(OA)誌の二つがあるとした。ハーナッドは
前者をグリーンの道(green road)あるいはグリーン OA (green OA) 、













































い OA 誌もある（これをプラチナ OA(Platinum OA)と呼ぼうとい
う意見もあったが、定着していない）。 
OA 誌の登録簿 DOAJ (Directory of Open Access Journals)に








4.4 無料 OA と自由 OA 
OA 運動のリーダーの一人、ピータ ・ースーバー(Peter Suber)は、
グリーンとゴールドとはまた別の観点から、OA の種類を二つに分
けることを提案している。それが無料 OA(Gratis OA)と自由 OA 
(Libre OA)である。無料 OA とは無料で読めることにより経済的な
障壁を取り去るもの、自由 OA とはそれに加えて二次利用まで許諾
するものである（許諾の範囲はさまざまである）。 





つので、これも OA と認めようというわけである。 
グリーンとゴールドとは分類の観点が違うので、グリーン OA で


















リポジトリは収録対象の範囲により，主題リポジトリ  (subject 

























































トリ登録簿(Registry of Open Access Repositories: ROAR)によれ
ば、2014 年 6 月末現在、世界中で 3,800 以上のリポジトリが存在
する。日本のリポジトリは、NII の機関リポジトリ一覧によれば、
350 近くになる。2006 年 10 月の時点では 20 足らずだったのが
ここまで増えたのは、NII の支援事業による後押しが大きい。なお、
日本では機関リポジトリを構築している大学・研究機関の連携組織
DRF（ダーフと読む） (Digital Repository Federation)も 2005 年
に発足しており、2014 年 6 月末現在 156 機関が参加している。 
 
4.6 オープンアクセスの義務化 

















































学研究助成団体ウェルカム・トラスト(Wellcome Trust)も 2005 年
から OA 義務化を打ち出している。ウェルカム・トラストでは、グ





















 イギリスでは 2012 年 6 月、フィンチ・レポート(Finch report)
と称される報告書が発表され、大きな話題となった。この報告書で
はゴールド OA の方がグリーン OA よりも優れた方法だとして、政
府が費用を助成し、OA 出版への移行を目指すべきだと勧告してい
る。政府も RCUK もこれを受け入れ、新たにゴールド OA 優先の義
務化方針を定めた。また、このための予算措置もなされた。しかし、
イギリスだけが一方的にゴールド OA に突き進んでも、APC の負担
に加えて非 OA 誌の購読も維持しなくてはならないので、得策では
ないという批判の声も上がっている。 
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